
注意事項

平成 17年度春期

ソフトウェア開発技術者

午後 I 問題

1. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

2. この注意事項は，問題冊子の裏表紙にも続きます。問題冊子を裏返して必ず読んで

ください。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 試験時間は，次の表のとおりです。

1~:no~15: 00 (2時間）
—:..::・::.:

途中で退出する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収されてから

静かに退出してください。

I 退出可能時間 | 13:40~ 14:50 | 
5. 問題は，次の表に従って解答してください。

ロ
問 1～問 6

必須

6. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

7. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いませんが，どのページも切り離さないで

ください。

8. 電卓は，使用できません。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問 1 インターネットの IPアドレスと社内ネットワークのインターネットヘの接続に関す

る次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

インターネットでは利用者の増加に伴って， IPアドレスが不足してきた。そこで，

ネットワーク部の長さが 1 a |の倍数に限られる固定式に代わり 9 | b | 
単位でネットワーク部の長さの設定が可能なクラスレスインタードメインルーティ／

グ (CIDR)が導入され，家庭や小・中規模事業者に少数のアドレスが配布されるよう

になった。

配布された IPアドレスの数よりも端末の数が多い場合には，端末に対して

| c |IPアドレスを付与し，ルータなどを使って複数端末に一つのId | 

IPアドレスを対応付けるネットワークアドレストランスレーション (NAT)の利用が

一般的になった。 NATを使うと，端末からインターネット上のサーバヘのアクセスは

可能になるが，インターネット上の別の端末から NATを利用している端末への通信は，

ルータで個別に設定しない限りできない。これでは，例えば， IP電話のようなエン

ド・ツー・エンド・アプリケーションの利用は困難なので，次世代プロトコルである

| e |の普及が期待されている。

A社では，インターネットサービスプロバイダ (ISP)から 233.x.255.0/29のIPアド

レスを割り当てられている。また， A社のネットワーク構成は図 1のように，ファイ

アウォールを使って，メールサーバ， DNSサーバ及びWebサーバを公開ネットワーク

に設置し，ローカルネットワークには 50台のクライアント端末を設置している。クラ

イアント端末からインターネットヘのアクセスは， Webコンテンツのアクセスだけで

ある。

メールサーバ Webサーバ

公開ネットワーク

DNSサーバ

ローカルネットワーク

クライアント端末 I…Iクライアント端末

図 1 A社のネットワーク構成
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図1における IPアドレスの割当ては，次のとおりである。

(1) 公開ネットワークの IPアドレスは， 192.168.0.0/24である。

(2) ローカルネットワークの IPアドレスは， 192.168.10.0/24である。

(3) ファイアウォールの各インタフェースの IPアドレスは，次のとおりである。

• ISP側インタフェース： 233.x.255.l

・公開ネットワーク側インタフェース： 192.168.0.1

・ローカルネットワーク側インタフェース： 192.168.10.1

(4) 公開ネットワークの各サーバとローカルネットワークの各クライアント端末の IP

アドレスは，次のとおりである。

・メールサーバ： 192.168.0.2

• DNSサーバ： 192.168.0.3

• Webサーバ： 192.168.0.4

•各クライアント端末： 192.168.10.129~192.168.10.178

設問 1 本文中のIa |~| e |に入れる適切な字句を解答群の中から選び，

記号で答えよ。

解答群

ア 1ビット

オ 1Pv6

イ 4ビット ウ 8ビット エ IPv4

カ インターナル キグローバル クプライベート
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設問 2 公開ネットワークの各サーバとローカルネットワークのクライアント端末で，

インターネットヘの接続を可能にするために，ファイアウォールで NATによるア

ドレス変換を行う。表 1の A社のアドレス変換テーブル中のIf |, 
| g |に入れる適切なアドレスを答えよ。

なお，解答が複数考えられる場合は，そのうちの最も若い番号のアドレスを答

えよ。

表 1 A社のアドレス変換テーブル

変換対象 変換元アドレス 変換先アドレス 変換タイプ

メールサーバ 192.168.0.2 233.x.255.2 1対1

DNSサーバ 192.168.0.3 I f | 1対1

Webサーバ 192.168.0.4 233.x.255.4 l対1

クライアント端末 I g I 126 233.x.255.6 多対 1
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設問 3 A社では更に，図 2のようにプロキシサーバ（キャッシュサーバ）を設置し，

インターネット上の Webコンテンツヘの反復アクセスの高速化を図ることにした。

クライアント端末の Webブラウザではプロキシサーバの設定をして，プロキシサ

ーバ経由でインターネットにアクセスするようにした。図 2及び表 2は，この変

更後の A社のネットワーク構成及びアドレス変換テーブルである。表 2中の

| h |, | i |に入れる適切なアドレスを答えよ。

なお，解答が複数考えられる場合は，そのうちの最も若い番号のアドレスを答

えよ。 1 f |, | g |には，表 1と同じアドレスが入るものとする。

メールサーバ Webサーバ

公開ネットワーク

DNSサーバ プロキシサーバ

ローカルネットワーク

クライアント端末 1…Iクライアント端末

図2 変更後の A社のネットワーク構成

表 2 変更後の A社のアドレス変換テープル

変換対象 変換元アドレス 変換先アドレス 変換タイプ

メールサーバ 192.168.0.2 233.x.255.2 1対1

DNSサーバ 192.168.0.3 | f | 1対1

Webサーバ 192.168.0.4 233.x.255.4 l対1

プロキシサーバ 192.168.0.5 I h I 1対1

クライアント端末 I g I 126 | 1 I 多対 l
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問2 ステートチャートに関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

携帯電話（以下，端末という）は，電源を入れると，最寄りの碁地局を探す。甚地

局が見つかると，その基地局に端末の識別コードを登録し（以下，位置登録という），

着信を待っ（以下，待受という）状態になる。

基地局と端末で使用するチャネルは，位置登録したすべての端末に同報通信する報

知チャネルと，通話時にその端末だけが使用する占有チャネルがある。端末は，待受

時に報知チャネルを監視し，基地局からの指示を受信する。端末は，留守番録音設定

と，発信者の電話番号をキーにした着信拒否設定をすることができる。

〔端末の状態遷移J

・基地局は報知チャネルを使用して，そこに位置登録している端末のうち，着信のあ

る端末の識別コードを一定の時間間隔で送信している。端末はこのチャネルを監視

し，自端末の識別コードがあれば着信ありとし，なければ待受状態を維持する。

・着信があった場合，端末は基地局に対してリンク確立要求を送信する。要求送信後，

所定時間内に基地局からリンク確立応答を受信すると，リンクが確立する。所定時

間を経過してもリンク確立応答を受信できなければ，報知チャネルで自端末の識別

コードが検出できなくなるまで，端末はリンク確立要求の送信を繰り返す。

・リンクが確立すると，基地局は通話用の占有チャネルを端末に割り当て，発信者の

電話番号を通知する。端末は着信音を鳴らす。

・留守番録音設定がされていると，端末は着信音を 3回鳴らした後，発信者に応答メ

ッセージを送信し，更に 15秒間発信者の音声を録音する。

・端末にあらかじめ登録してある着信拒否リストに，発信者の電話番号が登録されて

いると，着信音を 3回鳴らした後，発信者に拒否通知を送信する。

・留守番録音及び着信拒否（以下，自動応答という）が完了すると，基地局に切断要

求を送信する。

・着信音を鳴らしている間に通話ボタンが押されると，通話ができるようになる。ま

た，自動応答している間に通話ボタンが押されると，留守番録音や着信拒否通知の

送信を中止し，通常の通話ができるようになる。

・リンク確立後に，端末で終話ボタンが押されるか，又は基地局から終話要求を受信

すると，切断要求を送信する。
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・端末は切断要求を送信後，基地局からの切断応答を受信すると，待受状態に戻る。

いかなる場合も，端末は一定時間，基地局からの通信が不可能となった場合，再度

基地局を探す。

端末のステートチャート（一部欠落あり）を図に示す。

基地局検索完了［基地局なし］
／基地局の検索

甚地局検索完了［基地局あり］

1位置登録

仁ニコ［自端末識別コードなし］ ／ 

報知チャネル受信

／偲端は言ば閾::」←—ーじi定時間経過／
リンク確立
要求中, -

リンク確立応答受信
／発信者電話番号受信，着信音鳴動

着信音鳴動中

着信音3回［着信拒否番 着信音3回［［こここ］］
号］ ／拒否通知送信 ／応答メッセージ送信

I I 
応答メッセージ

送信中
I 

応答メッセージ送信完了
／録音開始

録音中
通話可能

仁 I通話開始
| 

通話中
リンク確立

終話ボタン押下／切断要求送信
l v 

切断応答受信／
回線切断

亡 I切断要求送信 発着呼可能

凡例：一~は状態遷移であり，“イベント［ガード条件］／アクション”である。

なお，ガード条件がない場合は［ガード条件］を記入しない。

| xxx | iまステートである。 XXXはステート名である。

巴詞はスーパステートであり，複数のステートを含んでいる。 XXXは

スーパステート名である。

図 端末のステートチャート（一部欠落あり）
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設問 1 図中のIa |~| e |に入れる適切な字句を，それぞれ 15字以内

で答えよ。

設問 2 図で示したステートチャートでは，〔端末の状態遷移〕で示した状態遷移のうち，

一つが欠落しており，あるイベントでステートが遷移しない場合がある。

(1) 欠落している状態遷移の始点及び終点となるステート名（スーパステート名

を含む）をそれぞれ答えよ。

(2) 欠落している状態遷移のイベント，アクション及びガード条件の組合せを，

図のステートチャートの表記にならって答えよ。
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問3 コンピュータウイルスに関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

ソフトウェア開発会社の X社では，ネットワーク感染型ウイルス Yと電子メール

（以下，メールという）感染型ウイルスzがまん延した。セキュリティ管理を担当し

ている情報システム部は，それぞれのウイルスの概要，原因調査及び対策案を次のよ

うにまとめた。

〔ウイルスの概要〕

・ネットワーク感染型ウイルス Y

Yは，（a)OSのぜい弱性を突いて感染するものである。最新の OSの更新情報を導入

していれば感染することはない。パソコン（以下， PCという）が Yに感染すると，

PCのIPアドレスから近隣の PCを探し，その PCに同様の OSのぜい弱性があれば，

直ちに感染し，感染範囲を広げていく。

Yは，自分自身をメモリ上に複写し，感染活動を開始する。同時に， PC起動時に使

用されるファイルを作成し，次に PCを起動したときにもこのファイルを使ってウイ

ルスが活動できるようにしている。

ウイルス対策ソフトが導入されていて，最新のウイルス定義ファイルとウイルスを

リアルタイムに検索する機能があれば，ウイルスが作成したファイルを検出し，駆除

できる。

Yには，特定の日時に (b)特定のサーバに大量のデータを送って過大な負荷をかけ，

サーバのパフォーマンスを極端に低下させたり，サーバを停止に追い込んだりする攻

撃を行う機能が仕掛けてあった。

・メール感染型ウイルス Z

zは，メールの添付ファイルを実行することで感染するウイルスである。魅力的な

タイトルをもち，送信者が知人になっていることが多いので，何気なく添付ファイル

を開いてしまい，その結果感染する。

zは比較的古いタイプのウイルスなので，ウイルス対策ソフトを導入した時点のウ

イルス定義ファイルで検出できる。

zは，感染すると自分自身の複製を添付して，アドレス帳に登録されているアドレ
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スに次々とメールを送信するように作られていた。感染後，（c）特定の PCやサーバか

ら感染した PCにログインできる機能も仕掛けてあった。

〔原因調査J

今回のウイルスまん延の原因について調査した結果は，次のとおりである。

A : PCは，社員 1人に 1台ずつ割り当てられており，パスワードは定期的に変更を行

うように推奨していたが，パスワードを長い間変更していない社員が多かった。

B :情報システム部では， OSの重要な更新情報が公開されるたびに直ちに導入するよ

うに全社員にメールを送信していたが，導入に要する時間や導入後の動作に対す

る不安から，導入していない PCがあった。

C :ウイルス対策ソフトを全社員に配付して使用していた。このソフトにはファイル

の書込み時にウイルスを検索する機能があり，ウイルスを見つけるとその時点で

駆除することができる。しかし，一部の PCには負荷が大きく性能が低下するも

のがあり，この機能を外しているものがあった。

D:最新のウイルス定義ファイルは， PC起動直後にサーバから自動的にダウンロード

するようにしていた。 LANには十分な余裕があったが，サーバの性能が低く，始

業直後にアクセスが集中したので，多くの PCでタイムアウトが発生し，ダウン

ロードに失敗していた。

〔対策案〕

情報システム部は，今回のウイルスのまん延を教訓に，次のような対策を提案した。

しかし，このうちの一つは問題があることが指摘され，実施しなかった。

① ウイルス定義ファイルを配信するサーバの性能を向上させ，アクセスが集中して

もタイムアウトが発生せず，ダウンロードできるようにする。

② ウイルス付のメールを検出したら，返信機能を使って不審なメールが送られてき

た旨を伝える警告のメールを送り返し，注意を促す。

③ 不審なメールは，それが知人からのメールであっても閲覧したり，添付ファイル

を開いたりしないように徹底する。

④ OSの重要な更新情報が公開された場合，速やかに全社員に通知し，導入したこと

を確認する体制を整える。
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⑤ 退職した社員のログインアカウントやメールアカウントは，速やかに削除する。

設問 1 本文中の下線 (a)~(c)はそれぞれ何と呼ばれているか。適切な字句を解答群の

中から選び，記号で答えよ。

解答群

ア DDoS

工 TCP/IP

キセキュリテイパッチ

コ バックドア

イ DMZ(DeMilitarized Zone) 

オ インフルエンザ

ク セキュリティホール

サワ ー ム

ウ SSL

カ ウイルス

ケ トロイの木馬

シワクチン

設問 2 〔原因調査〕の A~Dに該当する PCは，セキュリティ上の問題をもつか，又は

ウイルスの脅威にさらされる可能性が高いという問題をもつ。次の(1)~(4)は PC

がもつ問題 A~Dに該当する。 (1)~(4)に該当するものを A~Dの中から一つずつ

選び，記号で答えよ。

(1) セキュリティ上問題であるが，今回の Y, Zの感染との関連はない。

(2) ファイルを書き込むときにウイルスを検出する機能が働くと， zが自分自身

の複製を作成するときに検出できるが， Yの作るファイルは検出できない。

(3) yや Zに感染し，ウイルスがファイルを作成しても検出できない可能性があ

る。

(4) ウイルス対策ソフトを導入していても， Yには感染する可能性がある。ウイ

ルス対策ソフトの導入は， zの感染と関連はない。

設問 3 〔対策案〕のうち，実施すると問題があるものを①～⑤の中から選び，番号で答

えよ。また，その理由を 20字以内で述べよ。
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問4 開発規模の見積りに関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

ソフトウェア開発会社の B社では，従来，開発規模の見積りにステップ数を用いて

いたが，担当者によって見積規模の偏差が大きくなっていた。開発規模の見積根拠に

客観性をもたせ，担当者による偏差を小さくするために，ファンクションポイント法

を用いた見積りを行うことにした。そこで，現在 B社で開発を計画している蔵書管理

システムの開発規模を，ファンクションポイント法を用いて見積もることになった。

蔵書管理システム（以下，本システムという）の概要を図に示す。

画面／帳票

書籍登録画面

書籍情報
訂正画面

書籍削除画面

書籍削除
確認画面 (l)

書籍情報
照会画面

書籍登録

書籍情報
訂正

書籍削除

書籍削除
確認

書籍情報
照会

書籍一覧表
印刷

データベース

三 三

資産管理
情報作成

注（1) 書籍削除確認画面では，削除する対象の
書籍情報を表示し，確認後削除を行う。

(2) 書籍一覧表は，発行所別の書籍数を集計
し，内訳を著者別に印刷する。

(3) 資産管理情報は，マスタファイルとして
保管する。

図 蔵書管理システムの概要

ファンクションポイントを求めるために必要なファンクションタイプの一覧を表 1

に，ファンクションタイプ別の複雑さの判断基準を表 2~4に示す。

なお，図では発行所情報及び著者情報の登録・修正機能，帳票作成機能の一部を省

略している。設問で求めるファンクションポイントについてはこれらの機能を考慮
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する必要はない。

表 1 ファンクションタイプの一覧

記号
ファンクション

説明
タイプ

EI 外部入力
アプリケーションの外部から投入されるデータの処理。
一つ以上のILFを保守する。

データを外部に送出する処理。

EO 外部出力 データの取出し以外の処理ロジックを通して，ユーザに情報を
提供する。

データを外部に送出する処理。

EQ 外部照会 データを取り出してユーザに提供する。処理ロジックには，計
算や新たなデータ要素の導出を含まない。

ILF 内部論理ファイル
論理的なまとまりをもったデータの集合。
一つ以上の処理を通して作成，更新されるデータを保持する。

外部インタフェース
論理的なまとまりをもったデータの集合。

EIF 別のアプリケーション内の一つ以上の処理で保持されるデータ
ファイル

であり，当該アプリケーションは参照だけを行う。

表2 データファンクションの複雑さの判断基準
（ファンクションタイプ： ILF, EIF) 

三 1~19 20~50 51~ 

1 低 低 中

2~5 低 中 高

6~ 中 高 高

表3 トランザクションファンクション 表4 トランザクションファンクション
の複雑さの判断基準 の複雑さの判断基準
（ファンクションタイプ： El) （ファンクションタイプ： EO, EQ) 

ミ； l~4 5~15 16~ 
ら データ

1~5 6~19 20~ 

0, 1 低 低 中 0, 1 低 低 中

2 低 中 商 2, 3 低 中 古回

3~ 中 古向 高 4~ 中 高 高
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設問 1 本システムのデータファンクションを表 5に整理した。表中のIa |, 
亡ニコに入れる適切な字句を答えよ。ここで，しこ」しま表 1の記号を

用いて答えること。

表 5 データファンクションの一覧

ファンクション名
ファンクション

レコード種別数 データ項目数 複雑さ
タイプ

書籍情報 ILF 1 60 | a I 
発行所情報 ILF 1 25 低

著者情報 ILF 1 55 中

資産管理情報 | b I 1 15 低

設問 2 本システムの書籍情報に関するトランザクションファンクションを表 6に整理

した。表中のIc |~| f |に入れる適切な字句を答えよ。ここで，

| c |, | f |しま表 1の記号を用いて答えること。

表 6 トランザクションファンクションの一覧

ファンクション名
ファンクション

関連ファイル データ項目数 複雑さ
タイプ

書籍情報

書籍登録 EI 発行所情報 15 高

著者情報

書籍情報

書籍情報訂正 l C l 発行所情報 22 高

著者情報

書籍削除 EI 書籍情報 6 | d I 
書籍削除確認 EO 書籍情報 10 低

書籍情報

書籍情報照会 EQ 発行所情報 20 l e I 
著者情報

書籍情報

書籍一覧表印刷 I f l 発行所情報 35 高

著者情報
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設問 3 表 7に基づき，本システムの未調整ファンクションポイントを算出する。表中

の I g | ~| K |に入れる適切な数値を答えよ。ここで，

| k |は表中の 部分に数値を補完して算出すること。

表 7 未調整ファンクションポイント算出表

口 複雑さの程度
複雑さの程度

複雑さの程度
が中ぐらいの 合計

が低いもの
もの

が高いもの

外部入力 I 
g IX 3 + I h IX 4 + I 1 IX 6 I j | 

外部出力 X 4+ X 5+ X 7 

外部照会 X 3+ X 4+ X 6 

内部論理ファイル X 7+ XIO+ Xl5 

外部インタフェースファイル X 5 + X 7+ XlO 

未調整ファンクションポイント | k | 

設問 4 表 8に基づきシステムの影響度の合計を 18と仮定して，本システムのファン

クションポイントを求めよ。答えは小数第 1位を四捨五入して整数で求めよ。こ

こで9 | k |には表 7と同じ数値が入るものとする。

表 8 ファンクションポイントの計算方法

計算対象項目 計算方法

未調整ファンクションポイント 表 7による。

調整係数 0.01 X影響度の合計(1)+0.65

ファンクションポイント | k Ix調整係数

注（り 影響度の合計：データ通信，分散処理，性能など 14の一般システム特性を，

それぞれ〇（影響なし） ～ 5 （強い影響）で評価した値を影

響度といい，その合計を影響度の合計という。
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問5 リストに関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

一定の型の要素を 0個以上有限個並べたものを， リストと呼ぶ。リストは情報検索，

領域管理，プログラム言語処理など，多くの分野で使用されている。ここでは，括弧

内に 1番目の要素から顧にコンマ“,’'で区切って要素を並べることで， リストを表記

する。例えば， 10以下の素数のリストは，（2, 3, 5, 7) と表記する。また，要素の

個数をリストの長さ，長さが 0のリストを空リストと呼ぶ。

ここで， リストに対する操作を表 1のように定義する。

表 1 リストに対する操作の定義

操作 定義

Ini t () リストの長さを 0にする。

Insert(x, p) 要素 X をリストの P番目に挿入する。

Delete(p) p番目の要素をリストから削除する。

Retrieve(p) リストの P番目の要素を返す。

Length() リストの長さを返す。

注 操作の位置は，適切な場所が指定されるものとする。

設問 1 リストに対して，表 2に示す操作を①～⑥の番号順に行った。これらの操作を

行った後のリストとその長さを，それぞれ答えよ。

表2 リストに対する操作

番号 操作

① Init(} 

② Insert(lO, 1) 

③ Insert(20, 2) 

④ Insert{30, 1) 

⑤ Insert(40, Length()) 

⑥ Delete(!) 
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設問 2 リストから特定の値 X に等しい要素をすべて削除する操作 Purgeを図 1のよう

に作成したが，対象となるすべての要素を削除できない場合がある。それは， リ

ストの要素の並びがどのような場合か。該当するものを解答群の中から選び，記

号で答えよ。

function Purge(x) 

iを 1に設定する

while(iが Length()以下）

if(Retrieve(i)が X に等しい）

Delete(i) 

endif 

iに 1を加える

endwhile 

endfunction 

図 1 Purgeのアルゴリズム

解答群

ア 削除する要素が，一つおきにある場合

イ 削除する要素が， リストの最後にある場合

ウ 削除する要素が，リストの先頭にある場合

工 削除する要素が，連続している場合
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設問 3 リストの実装に使用するメモリサイズを事前に確定するため，図 2のように，

len 

リストの要素を保持する変数 dataと，配列のインデックス（添字）を保持する

変数 nextの二つの変数から構成されるエントリをもつ配列 Aを使って，一つの

リストを実装することを考える。このとき， K番目の配列のエントリの各変数を，

それぞれ A[k].data, A[k].nextと表記する。 nextの値は， リストの次の要

素を保持するエントリのインデックスを示し，値が 0の場合は，リストがそのエ

ントリで終了することを示している。

また， A[0]. nextはリストの先頭の要素が入っているエントリのインデック

スを表しており， A[O]. nextが 0の場合はリストの要素がないことを示してい

る。 A[O]. dataは使用しない。図 2中の MAXENTRYは，この配列で扱うことが

できるリストの要素の個数の最大値である。

data 
~ ~ ~ ~, 

：／ 

next 

A[ 0] 

A[ 1] 

A[ 2] 

A[MAXENTRY-2] 

A [ MAXENTRY-1 ] 

A[MAXENTRY] 

図2 配列によるリストの実装

リストと未使用のエントリを管理するために表 3に示す二つの変数を定義す

る。

表3 変数の定義

変数 定義

現在のリストの長さ。

avail_head 
未使用のエントリを並べたときの，先頭のエントリのインデック

ス。 0のときは未使用のエントリがないことを示す。
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配列 Aの未使用のエントリも， nextを使ってエントリを並べて管理する。こ

のとき，未使用のエントリの並びの先頭は，表3の変数 avail_headが示してい

る。例えば，図 3は配列 Aの MAXENTRYを5とし，（13,20, 18)のリストを保

持している場合である。

data next 

口
n

d

 

e

a

 

l

e

 h
 

ー・ユa
 

＞
 

a
 

／ 2 

18 

゜13 4 

゜20 1 

3 

A[ 0] 

A[ 1] 

A[ 2] 

A[3] 

A[ 4] 

A[ 5] 

図3 リスト管理の例

次の(1), (2)の問いに答えよ。

なお， MAXENTRYは十分大きく，配列から要素があふれることはないものとす

る。

(1) 表1で定義した操作Initのアルゴリズムを図4に示す。この操作では，すべ

てのエントリを，未使用のエントリの並びに入れている。図4中の| ア |, 
| ィ |に入れる適切な字句を答えよ。

(2) 表 1で定義した操作 Insert及び Insert内で使用する関数find_prevの

アルゴリズムを図 5に示す。図 5中のIウ 1~| キ |に入れる適切

な字句を答えよ。
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Init() 

o → len 

連結
iを 1から

MAXENTRY - 1まで
繰り返す

i+l→仁三二］

連結

0 → 

A[MAXENTRY].next 

ィ

→avail_head 

0 → A[O].next 

return 

図4 Initのアルゴリズム

Insert(x, p) 

亡 →n

A[avail_head].next 
→ avail_head 

find_prev(p)→ m 

A[m].next 
→ A[n].next 

工

→ A[m]. next 

x → A[n].data 

仁三コ→ len

return 

I | 

find_prev(pos) 

仁三コ→j

探索

iを 1からposまで
繰り返す

キ I → j 

＼ 
＼ return j 

図5 Insert及びfind_prevのアルゴリズム
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問6 検診結果管理システムに関する次の記述を読んで，設問 1~5に答えよ。

E社では，社員の健康管理のため定期的に検診を実施している。その結果を管理す

るために，検診結果管理システム（以下，本システムという）を導入することになっ

た。結果を管理する検診には，定期検診，経過観察検診及び精密検診があり，表に示

すスケジュールで実施される。

表 E社における検診のスケジュール

検診 実施月

定期検診 5月

定期検診後の精密検診 6月

経過観察検診 11月

経過観察検診後の精密検診 12月

各検診は複数の検査項目から構成されており，検診ごと，社員ごとに検査項目は変

動する。

各検査項目には，正常上限値，正常下限値，経過観察上限値，経過観察下限値があ

る。検査結果の値を基に，次のように正常，要経過観察，要精密検診の 3段階に判定

される。

(1) 正常

正常下限値二検査結果の値二正常上限値

(2) 要経過観察

経過観察下限値二検査結果の値く正常下限値

又は

正常上限値く検査結果の値三経過観察上限値

(3) 要精密検診

検査結果の値く経過観察下限値

又は

経過観察上限値く検査結果の値

検査項目ごとの判定を踏まえて，社員ごとに検診の判定を行う。検診を構成するす

べての検査項目の判定が正常の場合は，正常と判定する。いずれかの検査項目の判定

が要経過観察でありかつ，そのほかの検査項目で要精密検診と判定されたものがな
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い場合は，要経過観察と判定する。いずれかの検査項目の判定が要精密検診である場

合は，要精密検診と判定する。

E社の健康管理担当者は，定期検診の結果，要経過観察と判定された社員に対して，

正常範囲になるよう指導し，半年後に経過観察検診を受けさせる。また，定期検診及

び経過観察検診の結果，要精密検診と判定された社員に対して，精密検診を受けさせ

る。

本システムでは，次の帳票を出力する。

(1) 各社員に配付する検診結果帳票

① 見出し部に印刷する項目

・社員コード

・氏名

•今回の検診名と検診年月日

•前回の検診名と検診年月日

•前々回の検診名と検診年月日

② 明細部に印刷する項目

今回，前回，前々回の検診の検査項目ごとに，次の内容が印刷されている。

・検査項目名

・検査結果の値

・判定（正常，要経過観察，要精密検診）

(2) 健康管理担当者に配付する検診結果帳票

①見出し部に印刷する項目

・年度

・検診名

．帳票種別（要経過観察者一覧，要精密検診者一覧）

② 明細部に印刷する項目

社員コード，検査項目コードの昇順で，次の内容が印刷されている。

・社員コード

・氏名

•生年月日

・正常でない検査項目名とその検査結果の値
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設問 1 本システムの E-R図について，（1), (2)に答えよ。

検査結果

社員

社員コード

氏名

生年月日

性別

こ

旱

ニ

ニ

値

検査項目

検森項目コード

検査項目名

正常J:.限値

正常下限値

経過観察上限値

経過観察下限値

検診 検診履歴

検診コード

検診名

こ検診年月日 注 下線は，主キーを示す。

図 E-R図

(1) 図中のIa |~| c |に入れる適切な属性名を答えよ。主キーの

場合は，下線を引いて示せ。

(2) E-R図中に各エンテイティ間の関連を凡例にならって示せ。
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設問 2 健康管理担当者に配付する検診結果帳票である“指定した年度の指定した検診

における要精密検診者一覧票’'の明細部を求める SQL文を次に示す。年度はホス

ト変数“：年度”に，検診のコードは“：検診コード”に格納されている。

| d|  

| e | 
| f | 
| h| 
| h|  
| h|  
| h|  
| i | 

検査結果・-，社員・氏名，社員．生年月日，

検査項目．検査項目名，検査結果．値

社員，検査結果、検査項目

検査結果•一 | g | 社員•一
検査結果．年度 | g | ：年度
検査結果•一 | g | 
検査結果•一 | g | 
(I ア

検査結果•一 I

検査結果・ •••• 

：検診コード

検査項目•一

I) 

ここで， E-R図のエンテイティ名をテーブル名，属性名を列名として適切なデ

ータ型で表定義されているものとする。また9 - の 箇 所 に は ， E-R図で示

される属性名が適切に埋まっているものとする。

(1) SQL文中のId |~| i |に入れる適切な字句を答えよ。

(2) SQL文中の| ア |に入れる適切な式を答えよ。
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設問 3 各社員に配付する検診結果帳票を作成するためには，過去に受けた検診の情報

が必要である。必要な検診の情報を取得するために，指定した年度の指定した検

診と，その検診より過去に受けた検診の情報を，社員コードの昇順，検診年月日

の降順に取得するカーソル“今回と過去の検診”を定義する。年度はホスト変数

“：年度”に，検診のコードは“：検診コード”に格納されている。

このカーソルを定義した次の SQL文中のIj |~| q |に入れる

適切な字句を答えよ。

なお9 | d |~| i |には，設問2と同じ字句が入るものとする。

DECLARE | j || K | 
FOR | d| 

| [ |.| m |，社員・氏名， 1 （ |・年度，

| ( |.| n |，検診．検診名， 1 （ |・検診年月日

| e | 検診，検診履歴 AS検診履歴 1，検診履歴 AS検診履歴 2, 社員

| f | 検診履歴 1．年度＝ ：年度

| h | 検診履歴1.| n | = | 。 | 
| h | 検診履歴1.| m | = | ( |.| m | 
| h | 検診履歴1.| p | >= | ( |.| p | 

［検診．［口［口］ ＝［ここコ•| n] 
［ 検診履歴 2 ．［こ三ニコ＝社員•| m | 
| i | | ( I・社員コード，

| ( |・検診年月日| q | 
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設問 4 検査項目によっては，正常，要経過観察，要精密検診の判定を，性別によって

異なる基準にする必要が出てきた。現在のテーブル及び列を変更せずに対応する

には，どのようにすればよいか。 25字以内で述べよ。

設問 5 現在のテーブル構成では，各社員に配付する検診結果帳票を作成する処理に時

間が掛かるので，非正規化による処理の高速化について検討することになった。

非正規化の方針を次の 2点としたとき，どのテーブルにどのような列を追加す

べきか答えよ。追加する列は，最大二つまでとする。

①検査結果に対する判定を帳票作成時ではなく，検査結果入力時に行う。

② 帳票作成時に検査項目テーブルを参照しない。
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〔メモ用紙〕
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9. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に，受験番号を記入してください。正しく記人されていない場合は，

採点されません。

(3) 生年月日欄に，受験票に印字されているとおりの生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっきりと書いてください。読みにくい場合は，減点の対象

になります。

10. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11.答案用紙は，白紙であっても提出してください。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

13. 午後IIの試験開始は 15:30ですので， 15:20までに着席してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，R及び TM を明記していません。
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